
総合衛生学院
思い出の写真看護学科沿革

記 念 講 演 14：45～

「富山県立総合衛生学院の軌跡」コーナーのご案内

演題：「人生100年時代の健幸学 ～健康で幸福な人生の支援者として～」
講師：おおい町国民健康保険名田庄診療所　　所長　中村　伸一　先生

　令和４年３月、富山県立総合衛生学院は開設後70年にわたる歴史に
幕を下ろします。閉院にあたり、富山県立大学富山キャンパス（図書
館棟１階）に『富山県立総合衛生学院の軌跡』のコーナーを設置いた
しました。卒業生の皆様には、学生時代の懐かしい日々を思い出して
いただけるよう、各学科で演習に使用し、受け継がれてきた物品やユ
ニフォームなどを展示しております。是非お立ち寄りください。　

私立不二越病院附属甲種看護婦養成所を継承し、富山県立中央病院付属高等看護学院として設立

高等看護学院に第二部として夜間課程を新設し、看護婦養成３年課程を第一部とした

保健婦専門学院を併合して富山県立総合衛生学院とし、保健学科、看護学科の２学科制とした
高等看護学院第一部を第一看護学科、第二部を第二看護学科に改称した

助産学科を新設し、保健学科、助産学科及び看護学科の３学科制とした

看護学科を第一看護学科、第二看護学科にし、４学科制とした

学校教育法に基づく専修学校の専門課程に格付けされた

第二看護学科を閉科し、第一看護学科を看護学科に改称、3学科制とした

看護学科学生募集停止
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閉科によせて記 念 式 典 ご 挨 拶

　このたび、富山県立総合衛生学院の看護学科の閉科を迎えるにあたり、ご挨拶申しあげます。
　本学科は、1951年（昭和26年）に、私立不二越病院附属甲種看護婦養成所を引き継ぎ、県立中央病院付属
高等看護学院が開設した際に設けられ、以来、70年の長きにわたり、5,200余名の看護職員を県内外の医療
機関等へ輩出してまいりました。
　卒業生の皆様は、人々への深い関心と洞察力・判断力・倫理観を備えた健康の担い手として、保健・医療・
福祉の幅広い分野で活躍されています。また、新型コロナウイルス感染症により、緊張感が伴う厳しい状況
が続くなかでも、誇りと使命感を持って、各所で献身的にご尽力をいただいているところです。
　ここに、これまで本学科を支えてこられた歴代学院長をはじめ教職員の皆様、県立中央病院及び関係の皆
様の並々ならぬご尽力、そして、卒業生の皆様のご活躍に、心から敬意を表し、感謝申しあげます。
　今後、本学科の看護師養成機能は、４年制の県立大学看護学部へと引き継がれます。より質の高い教育に
よって、本県の将来を担う意欲ある人材を育成し、医療の高度化・専門化、地域包括ケア体制の整備への対
応など、医療等の現場からの多様で専門性の高いニーズに応えていけるよう、県としても関係機関と連携し
取り組んでまいります。
　終わりに、これまでの本学科の発展と看護教育の充実にご尽力を賜りました関係の皆様に重ねて深く感謝
申しあげます。

　本日ここに富山県立総合衛生学院看護学科の閉科式を迎えることになりました。
　看護学科は、昭和26年に保健師助産師看護師法に基づき、私立不二越病院附属看護婦養成所から継承し、
富山県立中央病院付属高等看護学院として設立され、20名の看護師養成が始められ、昭和40年に看護学科
に第2部として夜間課程が新設されました。昭和46年に富山県立総合衛生学院に改称され、昭和50年に看護
学科は第一看護学科と第二看護学科の２科になりましたが、平成20年には第二看護学科を閉科し、第一看護
学科を看護学科として改称しました。
　富山県立中央病院付属高等看護学院として19年間、富山県立総合衛生学院として50年間に5,261人の有能
な看護師を送り出してきました。設立当初から隣接した富山県立中央病院で臨地実習を行い、最先端の医学・
医療を学び、高度医療の看護を経験した卒業生達は、現在も多数が、保健医療福祉の各分野で活躍し、大き
な役割を果たしています。
　看護学科は、看護師として看護の実践活動を通して保健医療福祉に貢献する能力をもった人材を育成する
ことや、人々への深い関心と洞察力・判断力・倫理観を備え、県民に寄与できる看護職を育成することを目
的として教育にあたってきました。質の高い教育への教員の弛まぬ努力が伝統となり、卒業生の皆さんは、
3年間で学業のみならず、多くのことを学び得ました。また、戴帽式の「看護の勉学と明日への献身」を誓
う学生達の真摯な姿は印象深く心に残っているとともに、実習に送り出す私たちの決意ともなりました。
　昨今の社会・医療は数々の問題を抱え、看護に求められることも多岐に亘り、看護職者の自律が求められ
ています。本校で看護の原点を学んだ卒業生の皆様が、今後さらに活躍されることを願っています。
　最後になりましたが、これまで本学院の運営に携わってくださいました多くの方々、ご指導・ご支援を賜
りました皆様に心より感謝申し上げます。

学院長　稲　村　睦　子

　本日、私たち84名は、看護学科の最後の卒業生として、閉科の日を迎えることとなりました。
　新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、私たちの学生生活は一変しました。例年より臨地で実習がで
きる日数は減少しましたが、臨地実習指導者の熱心なご指導により充実した学びを得ることができ、無事に
実習をやり遂げることができました。患者さんへの看護を実践する中で、自身の未熟さにもどかしさを感じ、
個人に応じた最良の看護について悩むことが多くありました。しかし、私たちにはいつも悩みを分かち合え
る仲間がいました。そして、親身に話を聴
き、励ましてくださる先生方の存在があり
ました。私たちは決して一人の力ではなく、
多くの支えの中で成長することができま
した。
　伝統ある学院で学び培った知識や技術を
基に、対象に寄り添い、期待に応えること
ができるよう、今後も努力を続けていきま
す。そして、富山県立総合衛生学院看護学
科の卒業生としての誇りをもって、社会に
求められる看護職となり、保健医療福祉の
向上に貢献したいと思います。

看護学科３年生（50回生）　小　林　実　季

富山県知事　新　田　八　朗

　このたび、富山県立総合衛生学院看護学科の閉科を迎えるにあたり、看護学科同窓会を代表してご挨拶を
申し上げます。
　富山県立総合衛生学院看護学科同窓会は、昭和31年に発足してから、昭和・平成・令和と富山県立総合衛
生学院と共に歴史を刻んで参りました。卒業生は、甲種１期生、高看２期生から15期生、高看１部16期生か
ら21期生、高看２部１期生から４期生、看護学科１回生から令和２年度卒業生の50回生まで、同窓生は
5,200余名となりました。
　医学の進歩、先進・高度医療の発展、また少子・超高齢化に伴い、看護職を取り巻く環境は大きく変化し、
私たち看護職は医療の現場のみならず地域社会のあらゆる場所での活躍が期待されています。同窓生の皆さ
んは、看護学科の卒業生であることを誇りに思い、県内外はもとより、海外でも活躍されています。また、
定年退職後も現役として活躍されている方も多くおられます。看護職は生涯の仕事として貢献できる職業で
あると心から思います。
　閉科に伴い、残念ながら同窓会も活動を終えることとなります。しかしながら、同窓生は皆心一つです。
これからも本学院看護学科の歴史を誇りとして胸に抱き進んでまいります。

看護学科同窓会　会長　宮 原 百合子
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　看護学科は、昭和26年に保健師助産師看護師法に基づき、私立不二越病院附属看護婦養成所から継承し、
富山県立中央病院付属高等看護学院として設立され、20名の看護師養成が始められ、昭和40年に看護学科
に第2部として夜間課程が新設されました。昭和46年に富山県立総合衛生学院に改称され、昭和50年に看護
学科は第一看護学科と第二看護学科の２科になりましたが、平成20年には第二看護学科を閉科し、第一看護
学科を看護学科として改称しました。
　富山県立中央病院付属高等看護学院として19年間、富山県立総合衛生学院として50年間に5,261人の有能
な看護師を送り出してきました。設立当初から隣接した富山県立中央病院で臨地実習を行い、最先端の医学・
医療を学び、高度医療の看護を経験した卒業生達は、現在も多数が、保健医療福祉の各分野で活躍し、大き
な役割を果たしています。
　看護学科は、看護師として看護の実践活動を通して保健医療福祉に貢献する能力をもった人材を育成する
ことや、人々への深い関心と洞察力・判断力・倫理観を備え、県民に寄与できる看護職を育成することを目
的として教育にあたってきました。質の高い教育への教員の弛まぬ努力が伝統となり、卒業生の皆さんは、
3年間で学業のみならず、多くのことを学び得ました。また、戴帽式の「看護の勉学と明日への献身」を誓
う学生達の真摯な姿は印象深く心に残っているとともに、実習に送り出す私たちの決意ともなりました。
　昨今の社会・医療は数々の問題を抱え、看護に求められることも多岐に亘り、看護職者の自律が求められ
ています。本校で看護の原点を学んだ卒業生の皆様が、今後さらに活躍されることを願っています。
　最後になりましたが、これまで本学院の運営に携わってくださいました多くの方々、ご指導・ご支援を賜
りました皆様に心より感謝申し上げます。

学院長　稲　村　睦　子

　本日、私たち84名は、看護学科の最後の卒業生として、閉科の日を迎えることとなりました。
　新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、私たちの学生生活は一変しました。例年より臨地で実習がで
きる日数は減少しましたが、臨地実習指導者の熱心なご指導により充実した学びを得ることができ、無事に
実習をやり遂げることができました。患者さんへの看護を実践する中で、自身の未熟さにもどかしさを感じ、
個人に応じた最良の看護について悩むことが多くありました。しかし、私たちにはいつも悩みを分かち合え
る仲間がいました。そして、親身に話を聴
き、励ましてくださる先生方の存在があり
ました。私たちは決して一人の力ではなく、
多くの支えの中で成長することができま
した。
　伝統ある学院で学び培った知識や技術を
基に、対象に寄り添い、期待に応えること
ができるよう、今後も努力を続けていきま
す。そして、富山県立総合衛生学院看護学
科の卒業生としての誇りをもって、社会に
求められる看護職となり、保健医療福祉の
向上に貢献したいと思います。

看護学科３年生（50回生）　小　林　実　季

富山県知事　新　田　八　朗

　このたび、富山県立総合衛生学院看護学科の閉科を迎えるにあたり、看護学科同窓会を代表してご挨拶を
申し上げます。
　富山県立総合衛生学院看護学科同窓会は、昭和31年に発足してから、昭和・平成・令和と富山県立総合衛
生学院と共に歴史を刻んで参りました。卒業生は、甲種１期生、高看２期生から15期生、高看１部16期生か
ら21期生、高看２部１期生から４期生、看護学科１回生から令和２年度卒業生の50回生まで、同窓生は
5,200余名となりました。
　医学の進歩、先進・高度医療の発展、また少子・超高齢化に伴い、看護職を取り巻く環境は大きく変化し、
私たち看護職は医療の現場のみならず地域社会のあらゆる場所での活躍が期待されています。同窓生の皆さ
んは、看護学科の卒業生であることを誇りに思い、県内外はもとより、海外でも活躍されています。また、
定年退職後も現役として活躍されている方も多くおられます。看護職は生涯の仕事として貢献できる職業で
あると心から思います。
　閉科に伴い、残念ながら同窓会も活動を終えることとなります。しかしながら、同窓生は皆心一つです。
これからも本学院看護学科の歴史を誇りとして胸に抱き進んでまいります。

看護学科同窓会　会長　宮 原 百合子
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総合衛生学院
思い出の写真看護学科沿革

記 念 講 演 14：45～

「富山県立総合衛生学院の軌跡」コーナーのご案内

演題：「人生100年時代の健幸学 ～健康で幸福な人生の支援者として～」
講師：おおい町国民健康保険名田庄診療所　　所長　中村　伸一　先生

　令和４年３月、富山県立総合衛生学院は開設後70年にわたる歴史に
幕を下ろします。閉院にあたり、富山県立大学富山キャンパス（図書
館棟１階）に『富山県立総合衛生学院の軌跡』のコーナーを設置いた
しました。卒業生の皆様には、学生時代の懐かしい日々を思い出して
いただけるよう、各学科で演習に使用し、受け継がれてきた物品やユ
ニフォームなどを展示しております。是非お立ち寄りください。　

私立不二越病院附属甲種看護婦養成所を継承し、富山県立中央病院付属高等看護学院として設立

高等看護学院に第二部として夜間課程を新設し、看護婦養成３年課程を第一部とした

保健婦専門学院を併合して富山県立総合衛生学院とし、保健学科、看護学科の２学科制とした
高等看護学院第一部を第一看護学科、第二部を第二看護学科に改称した

助産学科を新設し、保健学科、助産学科及び看護学科の３学科制とした

看護学科を第一看護学科、第二看護学科にし、４学科制とした

学校教育法に基づく専修学校の専門課程に格付けされた

第二看護学科を閉科し、第一看護学科を看護学科に改称、3学科制とした

看護学科学生募集停止

看護学科　閉科

昭和26年

昭和40年

昭和46年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

平成20年

平成30年

令和 3 年
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